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ソ ル ガ ム 属 に お け る種子 の 休眠性 と そ の 遺伝性

樽　　 本　　　　　 勲
＊

　 （農林水産省草地試験場）

　主催者か ら 「種子の 発芽 と休眠」 の セ ク シ ョ ン で 「休

眠特性 と そ の 遺伝機構」 に つ い て 話題提 供をとい う こ と

で す が，私 は 「発 芽 ・休眠」 の 専問家 で はあ りませ ん ．

そ こ で ，現在私 が行な っ て い る プ ロ ジ ェ ク トの 中 の 1 つ

「ソ ル ガ ム の 穂発芽抵抗性育種」の 周辺 部分 と し て の

「ソ ル ガ ム 属植物種子 の 休眠特性とそ の 遺伝性」 を 中 心

に，以 下 ソ ル ガ ム 属植物 に お け る，  植物 の 特性 （ソ ル

ガ ム と い う植物を御理解 い た だ くた め に ），  種子休眠

特性 （A ．収獲直 後 の 発 芽不良一
世代促進等 に 不 利益

な形質 と して の 休 眠 ，B ，穂発芽 に 対す る 耐性一 登 熟

時 の 穂 発芽防止 の ため の 有用形質 と して の 休眠，に分け

て ），  種子休眠 の 遺伝性，に つ い て 1頂次報 告 さ せ て い

た だ き ま す ．

　　　　　　　ソ ル ガ 厶 属 植物 の特 性

　 ソ ル ガ ム は 和 名 で モ ロ コ シ，タ カ キ ビ 等 と 呼ばれ，わ

が国 で は 鎌倉時代 中期以降 に 東海 地 方 以 西 の 山麓 ・山間

地帯 で 食用作物 と して 細 々 と栽 培され ， 第 2 次大戦後 に

は家畜の粗飼料 として 主 に 茎葉 が利用 さ れ て い る 作物 で

す．一方世界的 に は紀 元 前 6 千年前 か ら食用作物 と して

の 栽培 の 歴史 があ り，現 在 で は表 1 に 示す よ うな 用 途 に

使 わ れ ． 特 に 殻実用 と して は世界第 5 位 の 生産高 で t ま

た エ タ ノ
ー

ル 原料 用 の バ イ オ マ ス 資源 と して 有望 視 さ れ

て い る 作物 で す．

　 ソ ル ガ ム 属 Sorghum に は栽培種 S ．　bicolor（2n − 20）
の ほ か， 20余種 の 野生種 （2n− 10，20，40）が 含まれ ます

が，す べ て 両 全 花を もつ 自殖性植物 で 直立 した 稈 の 頂 に

円柱〜
円錐 型 の 穂を 着生す る 以外 の 形状は ほ ぼ ト ゥ モ ロ

コ シ に類似 して お ります．どの よ うな 特性に よ り種 の 分

類 が 行 な わ れ て い る か の 例 を 示す意味 で 図 1 に ソ ル ガ ム

属 14種 76系統 の 21形質を用 い た主 成分分析散布 図を示 し

ます．横軸 の 第 1 主成分 は 形態形質 に 関 与 し，細茎 ・ 多

げつ 性 で 幅狭 い 非光沢 葉を持 ち ， 穂 は円錐 ・散型 で ， 粒

は舟〜卵形 で 護頴披度の 高い特性 を 持 つ 系統 ほ どマ イ ナ

ス 側 に 偏 し （E ・F 群 の 野生種），そ の 反対 の 特性，即 ち

太茎 ・無げつ 性で ， 幅広 い 光沢葉を持 ち ， 穂は 円柱 ・密

型 で ，粒 は円型 で 護頴被度 の 低 い 特性を もつ 系統 ほ ど プ

ラ ス 側 に 偏 し （A ・B 群 の 栽培種），こ の 問 に 野 生 種 か ら

栽培種 へ の 移行途中の 中間型種 （C ・D 群） が 位置 して

お り ま す ．縦軸 の 第 3 主成分 は 殻実 の 品質 に 関す る 特性

で マ イ ナ ス 側 に 偏 す る ほ ど良質 粒 を持 つ 系統 で す．詳し

くは 述 べ られ ま せ ん が ，こ の 図 か ら ソ ル ガ ム の 進化 は ，

F → E −
＞ D → C → A → B の 過程 で 進 ん だ もの で は な い か

と考えて お ります （樽本 1983）．後 ほ ど種子休眠の 特性

や 遺伝性 の 項 で こ の 分類 が 重 要 な 意味を も ち ま す の で 記

憶 に とどめ て お い て 下 さ い ．

　 草　種 ・型

子実 型 ソ ル ガ ム

兼用型 ソ ル ガ ム

　　　　　　表 1

　　米　　　　名

Grain 　 sorghum

ソ ル ガ ム 栽 培 種 の 晶 種 分 類

　　　　　　　 利 用 形 態 　 　 @ 概 括 的 特

　　　　　殻実　　　　　　　　　 　 短稈（1． 5m＞， 長 穂，太茎 ， 無

つ Dual　purpose 　sorg

m ソ
ル ゴ ー 型 ソ ルガム 　 Forage 　or　Silage 　sorg

mSweet 　sorg

m スー ダ ン 型 ソルガム 　Sorghum ・sudangrass 　hybr

s ス 冖 ダ ン グラス　　 　Sudangr

sSudangrass 　hybr

s 殻
実

・ ホ ー ル ク ロ

プ サ

レ ー ジ

イ レ ージ サ イ レー ジ

糖 用 （

ラ ップ ）

イ レ ー
ジ・

刈 青刈

乾草 青刈・ 乾草 中稈（ 2 ． Om

，長穂，太茎， 無げつ
ｷ 稈（2 ． 4

ﾈ 上 ） ， 太茎

小げつ 長稈

短〜長穂， 中

長穂，中〜 中 〜太
茎，無げつ

  ` 長桿，中穂 、細一中茎， 多げ つ
短〜中 稈

中穂 ， 極細〜細茎 ， 極多

`
多 げつ 中稈 ， 中 穂， 細 茎 ， 多

つ ＊

在，技
術
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表 2 　ソ ル ガ ム の休眠に 関す る文献
X3

▽

△

▽ 口

　 △
一一→ 哈．1．。 03

収

韈富齠譱莠
不良
　　i登 熟時

悪浴肇雰
の 発

蕘

8 。
。

齠

Xt

RoBBINs ＆ PoRTER （1946）
BROWN 　 6t　 al ．（1952）

GOODSELL （1957）

GRITToN ＆ ATKINs （1963）
CLARK 　 et 　al ．（1967，

68）

MoORE （1979）

HARRIs ＆ BuRNs （1970）

氏 原 （1982）

清 水 。樽本 （1980）

樽本 ・清水 （1982）

図 1　 ソ ル ガ ム 属 14種 76系統 の 21形質を用 い た

　　　主成分分析散布図

　　 第 1及 び第 3 主 成分 に つ い て は 本 文 参 照 ．
　 　 ○ ： s ．bicelvr．口 ：s ・sudanense ・

　　 △ ： Spontanea 列 に 属す る種 ．

　　 ▽ ：Halepensia 亜 節 に 属す る種 ．
　 　 　 　 　 　 　 　pre ・chilling

ソ ル ガ 厶 屬植 物の 休眠 特性

　種子休眠 が植物 の 生活史 の どの 段階 に生 起す る か を 示

す た め に 図 2 に 生活環と休眠 関連現象 との 関係を示 しま

す ．こ の 図 の よ う に 種 々 の 毅 階 で 種 々 の 要因 ・因子に よ

り休眠 が引き起 さ れ ， ま た休眠 の 程度 が 影響 を うけ る よ

うで す が，下 記 の よ うに ソ ル ガ ム で は四角 に 囲 ん で い る

登熱期 の Vivipary と収獲後の 種子休 眠 が 主 で す．以下

こ の 2 種類 の 休眠 に つ い て 話 しを させ て い た だ きます ，

　 ソ ル ガ ム の 種子休眠 に 関す る 主 な 文献は 表 2 の よ うに

2 大別 さ れ ます ．左半分は収獲直後 に次年度播種 の 発芽

墾變遮瓢 1墅
k．
一 一

1　難欝 鞭饗 1
−」燮 竺 聖

する

　
  で は老化衢

　　　図 2　生活環 と休眠 関連現象 との 関係

能 力検定用 に 発芽試験，ある い は世代促進 の た め に 播種

す る場合 に 障害と な る 発 芽不良 に 関する もの で ， じ ゃ ま

な もの ，不利益な形質 と して 休 眠を扱 っ た文献で す ．一

方，右半分 は完熱近 く， あ る い は 完 熟 し収獲 す る 聞 の 降

雨 に よ り立毛状態 で 発芽 し，殻実収量 ・
品質が低下す る

穂発芽を防止す る 目的 で 積極 的 に 休眠 を有益 な 形質 と し

て 扱 っ た文献で す ．以下個別 に 説明 しま す ．

A 　収獲直後の 発芽不良

　 こ れ に 関する大部分の 文献はおも に 種子休眠 の 程度と

休眠 覚醒方法 に 関する もの で す． ROBBINS ら （1946），

BRowN ら（1952），　GooDsELL （1957）は い ずれ も採種直

後 に 栽培種 ぶ 齔 0〜0 ア の 品種間 で 休眠程度 に差異 があ る

こ とを 観察 し，休 眠 の 深 い 品種 は 少 な い こ と，お よ び予

冷 prc
−chilling

， 種子 乱切 scarificatien ，温漬処理 等 の 休

眠覚醒法の 効果 を示 して い ます ．ま た GoODSELL （19

57） は温漬処理 が 休眠覚醒効果 を持 つ こ と か ら，種 皮

seed −coat 中に ある種 の 抑制物質 が 存在す る の で はな い

か と考察 して い ます ．厂収獲直後 の 発芽不良」 に 関す る

文 献中 ， 最も多 くの 品種 ・処理 を 用 い 休眠 の 品種間差

異 ，休眠 の 要因 ， お よ び 休眠覚 醒 に 論及 して い る の が

GRITToN ＆ ATKINs （1963）で す ．こ の 論文 で も前 3 者

と同様 に 裁培種 S，　bicolor に 属す る 品種を供試 し，表 3

に 示す よ うに 休 眠 の 程 度に 品種間差異 がある こ とを認 め

て い ます．ま た休眠覚醒に つ い て も休眠 の 深 い 品 種や

Flを用 い て 種 々 の 処理 を行な い 検討 を 加 え て い ま す ．そ

の 結果 F ， で は 予冷の 効果があ っ た が ，
Shrock で は 予冷

お よ び 一部 の 温漬処理 で 効果 が な い 等 の 差 は あ る もの の ，

表 4 の 結果 の よ うに ， 種皮の 除去や種皮 の 乱切 で 休眠覚

醒効果 が 大 き い こ と が わ か っ て い ます．追加 の 試験結果

と合せ ，
GRITTON 　＆ ATKINS は ， 種皮 の ガ ス 代謝 の 制限

及び
一

部胚 に 休眠 の 原因 がある と考察 して い ます．ま た

S．bicolor に お け る 休眠 の 原因 の 1 つ が 種皮 の 不 透性 に

ある こ とは CLARK ら （1967） や MooRE （1979）に ょ っ

て も示唆されて い る と こ ろで す．

　 上記 の よ うicソ ル ガ ム 属植物 ， 特に £ 砒 α107 で み ら

れ る収獲直後の 休眠 が ，種皮 の 除去や乱切，ま た 一部種

子 の 予冷か 温漬処理 に よ り覚醒す る こ とか ら，休眠 の 原

因は種皮 の ガ ス 不透性お よ び部分的 に 胚 に あ ると考え ら
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表 3　 S ・rghecm 　bic・！or の 33品種間 ｝ご み られ る収獲直後 の 発芽率 の 差 異 （GR ［TToN ＆ ATKiNs 　1963）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 発 芽 率 は 収穫 後 1ケ 月 の 発 芽 率／収穫 後 3 ケ月 の 発 芽 率 × 100，と し て 計 算 し て い る．

…　 一一一一 過 一 ．．一
種 　　　 鷺翌一一一．一　　 ・r3＊ ＿ …t−t．，．一．r

　　Shantung　Brown 　Kaollang 　　　　　　　　　　　100　　　　1

Reliance

Norghum

Texas 　Milo

HegariWestland

Colby 　 Milo

Early　Hegari

Texas 　 7078

Dwarf 　White 　 Durra
Texas 　74

Double　 Dwarf 　Yellow 　 Sooner 　 Milo

Resistant　 Double　 Dwarf 　Ycllow　 Milo
Texas 　 O4
Sooner （Lubbeck 　 Resistant）Milo

FeteritaCombine

　Hegari
Farrs　 White 　 Milo

Plainsman

Texas 　 O7
Double 　 Dwarf 　 Combine 　 White 　 Feterita

Redbine 　 60

Caprock

Texas 　 Blackhull 　 Kafir

Combine 　 Kafir 　 60

RedlanMartinPink

　 Kafir

Combine 　 Shallu（SA 　394）
Wheatland

SumacRed
　 Kafir

Shrock

009998887666443198665186548651640099999999999999888888777766553111

＊ Duncun 法 に よ る Least 　significant 　range （5 ％ レ ベ ル ）．

れ ます ．こ れ を 図 3 の NIKoLAEvA （1967，77）の 図 に あ

て は め ると，ソ ル ガ ム は C − 1型 な い し C − H型 の 休眠

型 に 属す ると推定 さ れます ．

B 　穂発芽に対する耐 性

　 こ れ に 関す る文献は表 2 に示 したよ うに 4 論文あ り，

前 2 者は 栽培種 S ．bicolor 内で の ，ま た後 2 者は 野生種

を 含 む 多 くの 種 で の 研究 で す．HARRIs ら （1970） は 褐

色粒 の 種皮 に タ ン ニ ン 含量 の 多 い 系統 が 相対的 に 穂発芽

耐性 に 優 れて い る こ とを示 しま した が ，氏原 （1982） は

s ・bic・1・ r の 多 くの 品種 を 用 い て 同種 の 試験を行な い
，

穂発芽耐性と種子 の タ ン ニ ン 含量や他の 形態形質 との 間

に はな ん ら有意な相関を見 い 出して お りま せ ん ．

　 上 記 の 研究 を ふ ま え て S ・bicolor　Yl外 の ソ ル ガ ム 属 の

種 に ま で 穂発芽 耐性 の gen 。 しype を求 め 検討 した の が後

2 者 の 論文で す ．清水 ・樽本 （1980）は図 1で 用 い た種

系統 の 内 ， ソ ル ガ ム 属 の 15種 ・45系統の 穂発芽程度 お よ

び形態的特性を調 査 し ， ま ず相関関係か らは細茎 ・多げ

つ の 草型 ，高護頴被度，難脱頴性等の 野生種の 特性を も

つ 系統ほ ど穂発芽難 に な る と の示唆を得 て い ます．さ ら

に こ の 関 係 を 明 確 に す る た め に 図 4 に 穂 発 芽程 度 と 形 質

の 総合特性値 として の 主成分分析 の 第 1 主 成分 （図 1 と

同様 に 形態形質 を表現す る主成分） と の 関係 を示 します ．

穂発芽程度は0（0％）〜5（80％ 以上） で 示 して い ます ．白

丸印 で 示 した S ．bicolar の 系統 は 2（1〜10％ ）以 上 が 大部
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　　　　表 4

Treatment

さ ま ざま な処理 に よ る ソ ル ガ ム 休眠種子 の 休眠 覚醒 ｛GRITTON ＆ ATmNs 　1963｝

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　　　　　 Germination
， ％ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Germlnation ，％

・  蠹
一

滑£齢 肅
． T 「eatment

蕨 r 認 錨 M ・ a ・

Ch 。，霞　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 25　　 　 　　 42
Prechilling＊　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 38　　 　 　　 86

Filing　 of 　 seed 　 coat　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 74　　 　 　　 86

Machine　 scarification

　 30psi　 fbr　 l　min 。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 50 　 　 　 　 　 70

　 　 　 　 　 　 3min ．　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 74　 　 　 　 　 94

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 73　 　 　 　 　 95　 　 　 　 　 　 5min ．

　 40psi 　for　 l　rnin ．　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 70　 　 　 　 　 81

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 60 　 　 　 　 　 91　 　 　 　 　 　 3min ，

　 　 　 　 　 　 5min ．　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 44　 　 　 　 　 92

　 50psi 　for　 l　min ．　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 69　　 　 　　 88

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 28　　 　 　　 92　 　 　 　 　 　 3min ．

　 　 　 　 　 　 5min ．　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 28 　 　 　 　 　 82

・ P ・e・Aili　t ・E51… t ・ f　1舮Cf 。， 5　d。y9：
…

420

　

044668805

368

　

688776765

　 Hot　 water 　 soak

　 　 50°C．for　 21nin ．
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におけるPCA の第11 成 分スコアー（ → 休 眠・ 浅｝ 　 　　　　図5　

眠程
度

と穂 発 芽 程 度と の関係（清 水 ・樽本 　1980 ）

で ， 1 以 下 の 3 系 統 は 本 報 告 で は 5 ． 妣0107 とし て

ま す が ，図 上にあるよう に 形 態 的に は中間型 種にあたる

ーリ ャン由来 （ 中 国 在来種）のRancher （53）や在来 東近（5
j およびS．bicolor × S ・ virgatumの 交 配後 代 のKS30（2

j です。三角印のS ．　 sudanense は S ・ bic ・ lor

とS ．　virgatum と の 自 然 交 雑 に由 来す る 種 です が ， 近

s ．bicolor と再交配され たこと もあ り ，その

態型に も か かわら ず 穂 発 芽 程 度 は Q 〜 5 と幅 広 く分

し て います． 黒丸印の野生種（中間型 種 を 含む） は 大 半 の 系統 が

ﾈ 下 の 穂発芽 難 で あ り ます ． S ． 　sudanen
の 例で明らかな よ うに 穂 発 芽 耐 性 は 必ず し も 護頴被

， 細茎・多

つ等 の形態特 性に依拠す る も の で はな い こ と が 図 5

ら 示 唆 さ れ ま す ． 　では何が 原 因で穂 発芽難 に

る の か ． その答えを 得 る た めに ，縦 軸 に 図4 と同じ

発 芽程度，横軸に収 獲 後 3 ケ月目に 6 〜 30 ℃の 間

ほ ぼ3 ℃間隔 で 8 温 度 条件 を 取り 発 芽試 験を 行 なっ た

果 の主 成 成 分
析第 1 主 成 分を お き，系 統 をプロッ ト

図5 に示 し てい ます ． こ の横軸 の 主成分スコアー が プ

ス に偏す る ほ ど ， どの温 度 条 件で も 発芽率 の 高 い系

， 即 ち 休 眠 の 浅 い 系 統 ，一方 t マ イ ナ スに 偏 する 位

ほ どす べ て の温度条件で 低発 芽 ，即
ち休 眠の

深い
系統 になりま

． 図 5 では穂発 芽程 度 と 休 眠程 度との間に は密接な

係があり（ r − 0 ． 764 ＊＊〉，休眠が深
い

ほ
ど穂 発 芽 難

な る ことが 示 唆 さ れます ． また ，穂発 芽抵 抗 性 系統の

成 には S

bicolor と オ ー ダ ー が異 なる ほ ど に 休眠の深 い 野 生種 の



The Society for the Study of Species Biology

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　the 　Study 　of 　Speoies 　Biology

種子休 眠 の 遺 伝性

　種子休眠 の 遺伝 性 に つ い て は稲，小麦 ，レ タ ス 等 の 多

くの 種 々 か ら報告が あ り， 遺 伝特性 で あ る こ と は確 か で

すが ， そ の 遺伝様 式 に つ い て は不明 の 点 が 多 い よ うで す．

こ れ らの レ ビ ュ
ー

は 中村 （1979） に ゆ ず り，本報 で は ソ

ル ガ ム に つ い て 以 下述 べ ます．

　S．bicolorの 系統問 F1 を 用 い て GRITToN ＆ ATKINs

（1963）は 休眠性 に つ い て 、ま た 氏 原 （1982） は 穂発芽性

に つ い て 検討 して い ます．そ の結果休眠 の 深 い ，な い し

穂発芽耐性 の ある両親 間の Ft の 平均値 は 相対 的 に 休眠

深 な い し穂発芽耐性強 と な っ て い ます が ，個 々 の Fl で

は例示す る表 5 の結果 の よ うに一定の傾向は み られず ，

本当 に 遺 伝 子特性な の か ど うか不 安 の 残 る と こ ろ で す．

CLARK ら （1978） は S ．　 bicolor の 果皮色 と 内皮 testa

の 有無で 異な る Kafir と Shalluを用 い て表 6 の よ うな

父 　本

表 5 交配群 i と llに 共通す る両親 とそ の F ・ の 穂発芽 性 （発芽率）（氏 原 1982 ）
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材料を作り，果皮色 お よ び 内皮 の 有無 と 休眠性 との 関係

に つ い て 図 6 の 結果を得て い ます． 果皮色 ・内皮は F1

で は 母系統 の 特性と同 じに な る 母系遺伝形質な の で，F2

で 普通 の 場合 の F ・ と同様に 優性遺伝子 の 発現 し褐色 ・

有 内皮 に な り， F・ で 表 6 の よ う に 白色 ・無 内皮と褐色 ・

有内皮 に 分 離 しま す．図 6 の よ うに F2 お よ び褐色 ・ 有

内皮の F3 の 休 眠 が 深 く， 白色 ・無内皮の Fs の 休眠 が

浅い こ と か ら， CLARK らは休眠 の 遺伝性を果皮色と内

皮 の 遺伝性 との 関係か ら説 明 して い ます．

　野生種 も含め た 前出 の S．bicolorの Shalluよ り休眠

の 深 い 図 5 の よ うな 系統 を 用 い て 交配 を 行 な い
， そ の

F2で の 発 芽性 の 分離 を み た の が樽本 ・清水 （1982） の 結
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果 で す ．表 7 に 示 す よ う に F2 の 平均発芽率 は ほ ぼ 両 親

の 中間 に な りますが ，発芽率 の レ ン ジ は少数 の 例外 を除

い て ほ ぼ 0〜100％ に 幅広 く分 離 して い ま す．ま た そ の 分

離状態は 図 7 や 8 に 例示 する よ う に お お むね U 型 に 分布

し，親系統 の 休眠性を表現す る F2 個体 が 存在 しま す．

また 少数の 例外は あ る もの の
， 図 7 と 8 の 分離状 態 か ら

休眠 深が休眠浅 よ り優性 に 遺伝す る と も考察さ れます ，

上記 の ように 樽本 ・清水 （1982） の結果 か ら，ソ ル ガ ム

属植 物 に お い て 休眠性は確か に 遺伝特性で あり，穂発芽

抵抗 性系統 の 育種と い う観点 か ら休眠 の 深 い 系統 を 選抜

す る こ と も可能と考え られます．

結 ぴ

　ソ ル ガ ム の 原産地 は ア フ リカ 中北部で ，そ の 地 帯で は

雨 ・乾期 の 別 が あ り，乾期 中は 種 子休眠 す る こ とが種 の

保存上有利 と考え られ，野生種 に 休眠性 が保有さ れ て い

る こ とは 由ある こ とと考え られます．野生種 か ら分断性

淘汰 と 馴化 に よ り紀元 前 6 千年頃に 栽培種 S ・bicolorが

成立 した後 ， 種保存上 の 必 須要因 の
一つ の 休眠性は徐 々

に 消 失 し， 大産業 とな っ た 米国 で の S ．bicalorの 栽培で

は休眠性は逆に 種 々 の 面で の 阻害因子とな る に 至 っ て い

ます．中間型種 の 形態 的特性を備え る 中国の 在 来種 の コ

ー リ ャ ン は ア フ リカ で 成 立 した S ．bicolorが 中東 ・ イ ン

ドを経 て 東南 ア ジ ァ で 野生 種 S ，Pusiontflorumと交配

し，日本 と 同様 に 秋雨 の あ る 環境で の 選抜 を へ て 成 立 し

た も の で あ り，か な りの 休眠 性 とそ れ に 依拠す る 穂発芽

抵抗性 を 獲得 した と 考 え ら れ ま す ．したが っ て 1 コ
ー

リ

ャ ン 由来 の わ が 国 の 在来種 も一部休眠性を有 して い ると

考え られます が，遺伝 資源 の 枯渇 が 急速 に 進 み つ つ あ り

ます．多収性，耐病虫性，良 品質性 とい う こ とで ， い き

お い 米 国 で 育 成 され た 系統を用 い て 日 本 に お け る ソ ル ガ

ム 育種が進 め られて 来た と こ ろで す が，今後 は 休眠性 の

遺伝様式 の 解明 もさ る こ となが ら，休眠性を もつ 遺伝資

源 の 確保 も一層 重 要 と考 え られ る と こ ろ で す．
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〔討 論 〕

司会 村 松 幹 夫

　　　　　 （岡山大）

村松 　口 本 で 栽 培 して い る ソ ル ガ ム と して は 高黍 と して

よ く御存知 の もの が ありま す ．ブ ル
ー

ム コ
ー

ン と お っ し

ゃ っ た の は ホ ウ キ モ ロ コ シ で す が ，そ れ らを含 め て 多く

の 品種 があ っ て ，作物 と して 休眠性に 関 して い ろ い ろ と

重要性が あ る の で すが，そ の 遺伝 的な こ と を含 め て お話

い た だ きま した ．

渡辺 （岐阜大）　 休眠性が 低 く，かつ 穂発芽性 が 低 い 個

体を 選 ぶ の は とて も難 しい 問題だ と思 うの で すけれ ど，

休眠性の 低い 個体と穂発芽性 の 低 い 個体を交雑 した F2

で 目的 に 合 う個体が出現す る か どうか ， そ れ か ら栽培条

件 に よ っ て 休眠性 の 低 さ がか くさ れ る よ うな こ と は あ り

ま せ ん か ．

樽 本 　今 の と こ ろ は F2 の 分離そ の もの は穂発芽 で 見 て

る の で は な くて 休眠 で 見 て る の で す ．今 の と こ ろ 他 に 頼

れ る 形質があ りませ ん の で ．

河 野 （富 山大 ）　 今 こ こ で 穂発芽 と表現 さ れ て い る こ と

を 具体的 に もう少 しご説 明願 え ませ ん で し ょ う か ．Vivi−

pary と 書か れ て い ま した が， 野 生種 の 中 に も結構俗 に

vivipary と 呼 ば れ て い る 現象 が あ る わ け で す け ど，さ っ

きの 写真で は そ れ とは大分違 っ た 印象 を受け た もの で す

か ら．

樽本　穂が 立 毛 状態 の ま ま で 発芽す る 現象 を そ う呼 ん で

い ま す．夜が 少 し冷え た時に雨が降 っ て 翌 日暖か くな っ

た とい うわずか な pre・chilling みた い な もの が きい て い
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る と思 うの で す が ．芽が 出ま す と 種
．
Fが パ ラ パ ラはずれ

て 落 ちて しま い ま す．

河野　た とえ ば イ ネ科 の ・Poα や Fest” ea な ど で み ら

れ る vivipary は，生殖器 官 に 相当す る雌雄蕊 の と こ ろ

がかな り不完全 に な っ て しま い ま し て ， そ れ で 正 常な

fertilizatienは 行な わ な い で 異常 な 伸 長 生 長 をす る わ け

で す．こ の 場合 も 同 じよ うで すか．

樽本　 こ の 場合は 種子 が穂に つ い た まま雨 に あ た っ て 水

分を吸収 して 発 芽す る わ け で す ．

小野 （都立大 ）　 ゑ oα と か と は 大分違 っ て い ま して ，作

物 と して は こ れ を vivipary と呼ん で い る わ けで す．

河野 　A ・α な ど と同 じ もの で は な い の で す か ．

小野　同 じもの で は な い の で す ．

折 谷 （富 山県 立 技術 短 大）　 イ ネ の 仲間で は 受精すれば

10日 くらい します とい つ で も発 芽で きる と い う性質 が あ

りま す が，種 子 が完熟 した 時点 で か な りの 水 分 を持 っ て

い ます ．そ れ が 急激 に 脱水を受 けた り急激な温度変化 に

会 っ た りす る こ と に よ っ て 種皮 あ る い は 胚あ た りに 何 ら

か の 成 分的 な 変化 が 起 こ る の か ど うか ，とい うこ とが
一

つ の 問題 だ ろうと思 い ま す ，

木俣 （東京学芸大）　 扱 わ れ た ソ ル ガ ム の 中 に 多年生 の

もの と一年生の もの とが 含 ま れ ま す か 。

樽本　 はい ．

木俣　そ れを比較 します とど ちらの 方が 休眠 が 低 い か 高

い か ，そ れか ら多年生 の ジ ョ ン ソ ン グ ラ ス と s ．bicolor
，

ふ つ うの 栽培 モ 1コ コ シ で す が，そ の 交雑は や っ て お られ

ま す か．

樽本　それ は や っ て な い の で す．種系統 の 分布や分類 の

とこ ろは 2 倍体も 4倍体も入 っ て い ます．現時点 で の 交

雑実験は 2 倍体ど う しで す．

木俣　多年生 の 方 は 全部 4 倍体 で ，．一
年 生 の もの は 2 倍

体 で す．そ の 間の 差 な ん で す が あま り
一

定 の 傾 向はな い

よ うで すね ．私 は ジ ュ ズ ダ マ 属 で 実験を や っ て み た ん で

す が ，こ れ は 結果的 に は 両方と も多年生 だ っ た の で すけ

ど，栽培植物 で あ る ハ トム ギ の 方 は 割 と早 く出 る 傾向 が

あ りま して Fl と F2 は さ きほ ど の お 話 と同 じよ うな U

字 型 の 傾 向 が 認 め られ た こ と が あ ります．

樽本　ち ょ っ と補足 します ．ア フ リカ の 原 産 地 で は 川 の

ふ ちな ど で 水 が ず っ と あ れ ば 通 常
一

年生 の も の で も多年

生 に な りうる の で す．だ か ら温室 の 中で 育て る と
一

年生

の もの が 8 年も 9 年 も生 きつ づ け ま す．栽培条件さ え よ

けれ ば 2 倍体 も 4 倍体も差 は な い と思 い ま す．

81

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


